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神奈川県の神奈川県の
家庭及び中小企業のＣＯ２削減
に対する取組みについて

平成21年６月26日（金）

神奈川県 環境農政部

電気自動車担当課長 山口健太郎

クールネッサンス宣言
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ロゴマーク 2008年6月21日
IPCC議長・パチャウリ氏との会談

検 索クールネッサンス
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クールネッサンス
リーディング・プロジェクト

県庁エコ化プロジェクト

県有施設エコ化プロジェクト県有施設エコ化プロジェクト

電気自動車（ＥＶ）普及推進プロジェクト

新エネルギー・ＥＶ関連産業集積プロジェクト

太陽光発電普及拡大プロジェクト

神奈川独自の炭素税等プロジェクト

神奈川“NO”レジ袋プロジェクト

神奈川“NO”白熱球プロジェクト
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神奈川 NO 白熱球プロジェクト

エコファイナンスプロジェクト

クールネつながるプロジェクト

クールネ国際連帯キャンペーンプロジェクト

エコドライブ推進プロジェクト

自転車利用環境整備プロジェクト

電気自動車（ＥＶ）
普及推進プロジェクト

【ＥＶ導入の必要性】

目標⇒２０１４年度までに県内３０００台

ガソリン車と比較して
CO2は１／４程度

地球温暖化の防止

【 導入 必要性】
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2008年7月に導入した
全国初のＥＶのミニパトカー

都市環境の改善
騒音が少なく
排ガスもゼロ

石油依存度の低減
色々な資源から
作られる電気を使用
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EVの性能向上 充電インフラ整備

県民意識の醸成初期需要の創出
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2009年度の主な取組み
国の補助金の半額を上乗せ補助（上限695 000円）

電気自動車（ＥＶ）
普及推進プロジェクト

国の補助金の半額を上乗せ補助（上限695,000円）

高速道路料金の割引（県内区間料金の半額）

急速充電器の整備（県内３０基整備へ）

シェアリングモデル事業
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2009年 2010年

軽自動車 普通自動車

Ｅバスの
開発普及推進

8

Ｅバイクの
普及推進
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住宅用の太陽光発電に対し
平成 年度から市町村と連携した補助を開始

太陽光発電
普及拡大プロジェクト

平成21年度から市町村と連携した補助を開始

補助単価（金額）

3.5万円/kW（上限12万円）

補助方法

市町村の補助に上乗せして補助
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市町村 補助 乗 補助

検 索今日から我が家も発電所

神奈川“NO”レジ袋
プロジェクト

レジ袋をやめて、マイバッグを使用しよう！レジ袋をやめて、マイバッグを使用しよう！

「レジ袋の削減に向けた取組の実践に関する宣言」

58社・団体の852店舗等が賛同

10知事も呼びかけ
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神奈川“NO”白熱球
プロジェクト

白熱球を白熱球を
“地球にやさしい明かり”電球形蛍光灯に
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知事も街頭キャンペーンに参加し、電球形蛍光灯への取替えを呼びかけ

毎月の電気やガスなどの使用量を入力

エコボ
（かながわ環境家計簿）

ＣＯ２排出量を
自動計算

ＣＯ２排出量の推移が
グラフで表示

前月 前年同月と
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前月、前年同月と
比較が可能

排出量が少ない順に
ランキング表示

検 索エコボ
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マイアジェンダ登録ぜひ登録を！

もったいないから始めよう！

マイアジェンダ ＝ 私の実践行動

もったいないから始めよう！

【登録方法】

登録用紙を提出

インターネットで登録
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検 索マイアジェンダ

エコファイナンスプロジェクト

金融機関とのパートナーシップにより金融機関とのパ トナ シップにより
中小企業や家庭の
地球温暖化の自主的な取組みを促進

取組例

県内の13の金融機関と連携し、
「エコキュート」「エコジョーズ」などの
高効率の給湯機器の導入に
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高効率の給湯機器の導入について、
リフォームローンの金利優遇措置等を実施
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地球温暖化対策推進条例（案）
－事業活動等に対する対策－

大規模な「事業者」、「建築物」、「開発事業」に対し大規模な 事業者」、 建築物」、 開発事業」に対し

温室効果ガスの削減対策などを盛り込んだ

計画書の提出を義務づけ
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県による指導や助言、改善の提案、

計画書の公表

任意提出制度と
中小規模事業者等の支援

義務対象外の事業者でも計画書の提出が可能義務対象外の事業者でも計画書の提出が可能

（「事業者」「建築物」に関する計画書の場合）

県による中小規模事業者等の支援

対策に関する情報提供、助言等

（計画書を任意提出した事業者について）
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技術指導等


